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市
立
幼
・
保
園
つ
ぶ
し

　
岡
山
市
は
、
市
内
30
の
保
育

提
供
区
域
で
一
つ
ず
つ
市
立
認

定
こ
ど
も
園
に
移
行
す
る
幼
稚

園
・
保
育
園
の
候
補
案
を
示
し

ま
し
た
（
別
表
参
照
）
。
残
り

の
全
て
の
市
立
幼
稚
園
・
保
育

園
は
統
廃
合
・
民
営
化
の
対
象

と
な
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。 

大
規
模
な
市
立
園
つ
ぶ
し
に
他

な
り
ま
せ
ん
。

認
定
こ
ど
も
園
の
押
し
付
け

　
幼
稚
園
児
と
保
育
園
児
が
同

じ
ク
ラ
ス
に
編
成
さ
れ
ま
す
。

夏
休
み
中
の
対
応
、
教
職
員
の

待
遇
差
、
幼
稚
園
児
の
定
員
を

定
め
る
必
要
が
な
い
、
３
歳
児

以
下
の
受
け
入
れ
義
務
が
な
い
、

幼
稚
園
児
の
方
が
保
育
料
が
高

い
階
層
が
あ
る
な
ど
、
課
題
や

矛
盾
が
多
く
、
急
い
で
導
入
す

る
べ
き
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
認
定
こ
ど
も
園
あ
り
き
の
市

立
園
つ
ぶ
し
で
は
な
く
、
保
留

児
解
消
に
向
け
引
き
続
き
認
可

保
育
園
の
増
設
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
国
は
放
課
後
子
ど
も
教
室

（
全
児
童
対
策
）
と
放
課
後

児
童
ク
ラ
ブ
（
学
童
ク
ラ

ブ
）
と
の
連
携
・
一
体
化
の

方
針
を
５
月
下
旬
に
示
し
ま

し
た
。

　
党
市
議
団
は
、
学
童
保
育

充
実
の
た
め
に
地
域
の
運
営

委
員
会
や
指
導
員
の
経
営
・

管
理
の
負
担
を
減
ら
す
こ
と
、

施
設
整
備
や
６
年
生
ま
で
の

受
け
入
れ
を
す
る
た
め
の
場

所
の
確
保
な
ど
に
市
が
責
任

を
持
つ
こ
と
を
求
め
て
い
ま

す
。

　
全
児
童
対
策
は
、
全
て
の

子
ど
も
を
対
象
に
し
て
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
木
工
体
験
や

　
65
歳
に
な
っ
た
障
害
者
が
、

介
護
保
険
に
無
条
件
に
移
行
さ

せ
ら
れ
今
ま
で
の
障
が
い
者
総

合
支
援
法
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
と

同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
問
題
で
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
上

乗
せ
条
件
の
撤
廃
を
求
め
る
陳

情
が
、
自
民
党
・
無
所
属
の
会

以
外
の
賛
成
多
数
で
採
択
さ
れ

ま
し
た
。
65
歳
に
な
っ
た
障
害

者
が
、
介
護
保
険
を
申
請
し
て

も
介
護
度
５
に
な
ら
な
い
か
ぎ

り
、
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
上

乗
せ
が
で
き
ず
、
64
歳
ま
で
と

同
じ
サ
ー
ビ
ス
が
受
け
ら
れ
な

い
の
が
岡
山
市
の
実
態
で
す
。

こ
ん
な
に
厳
し
い
条
件
は
岡
山

市
だ
け
で
す
。

　
陳
情
採
択
は
、
こ
の
問
題
で

岡
山
市
と
争
っ
て
い
る
浅
田
裁

判
の
後
押
し
と
な
り
、
条
件
撤

廃
へ
の
大
き
な
一
歩
と
な
り
ま

す
。

　
一
緒
に
が
ん
ば
り
ま
し
ょ

う
！

　
４
月
末
に
南
区
築
港
新
町
の

市
街
地
に
突
如
ペ
ッ
ト
火
葬
場

を
含
む
霊
園
の
計
画
が
持
ち
上

が
り
ま
し
た
。
計
画
を
知
っ
て

驚
い
た
町
内
会
な
ど
地
元
住
民

が
説
明
会
を
求
め
、
業
者
に
工

事
延
期
を
約
束
さ
せ
ま
し
た
。

そ
の
後
た
だ
ち
に
反
対
す
る
会

を
つ
く
り
、
看
板
を
立
て
る
な

ど
の
運
動
を
広
げ
ま
し
た
。
火

葬
場
や
墓
地
、
納
骨
施
設
な
ど

の
ペ
ッ
ト
霊
園
の
設
置
に
つ
い

て
、
周
辺
住
民
の
合
意
を
求
め

る
な
ど
の
ル
ー
ル
が
な
く
、
強

行
さ
れ
る
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
い
ち
早
く
広
げ
た
運
動

で
業
者
は
計
画
を
撤
回
し
ま

し
た
。

　
同
じ
こ
と
が
他
の
所
で
も

起
こ
ら
な
い
よ
う
、
地
元
住

民
は
ペ
ッ
ト
霊
園
の
基
準
の

条
例
化
を
求
め
ま
し
た
。
市

に
申
し
入
れ
を
行
い
、
議
会

に
は
全
会
派
の
紹
介
議
員
を

つ
け
て
請
願
を
出
す
中
、
党

市
議
の
質
問
に
市
長
が
設
置

基
準
づ
く
り
を
す
す
め
る
と

答
弁
し
ま
し
た
。
請
願
は
趣

旨
採
択
で
し
た
。

▲

ペ
ッ
ト
霊
園
建
設
計
画
の
あ
っ
た
場
所

算
数
教
室
な
ど
の
体
験
や
学

び
の
場
を
つ
く
る
事
業
で
す
。

毎
日
、
行
わ
れ
る
わ
け
で
は

な
く
、
内
容
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
得
意
の
分
野
で
力
を
発

揮
し
て
も
ら
う
も
の
で
す
。

　
学
童
ク
ラ
ブ
は
、
働
く
保

護
者
に
代
わ
っ
て
継
続
的
に

子
ど
も
の
生
活
を
保
障
す
る

施
設
で
、
こ
れ
か
ら
は
指
導

員
に
資
格
も
求
め
ら
れ
ま
す
。

　
全
児
童
対
策
と
は
目
的
も

担
い
手
も
異
な
り
、
一
体
化

は
混
乱
の
元
で
す
。

　
安
定
し
た
生
活
の
場
と
し

て
学
童
ク
ラ
ブ
が
整
備
さ
れ

て
こ
そ
、
体
験
や
学
び
の
場

に
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ペ
ッ
ト
霊
園
計
画
ス
ト
ッ
プ
！
設
置
基
準
も
実
現
へ

障害者の65歳問題
　　陳情採択！
～障害者の願いを
　　議会が受け止めた！！～
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安
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安
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安
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」」」

「
学
童
ク
ラ
ブ
の
充
実
を

　
　

―

安
定
し
た
生
活
の
場
を―

」

　４月から市教委が、小・中学校の新入生の保護者に学校給
食費等の集金について同意書を求めています。同意書には保
護者以外の連絡先の欄があり、「まるで連帯保証人のよう
だ」との声が保護者から出ています。いますぐ同意書はやめ
るべきです。未納者は、約１.２％です。スクールソーシャル
ワーカーなど専門家を増やし、貧困の背景に寄り添りそった
個別の対応をと、党市議団は求めています。

えっ、学校給食費集金に連帯保証人！？
大問題！

北区

中区

東区

南区

岡南幼・保
今幼
陵南幼
鹿田保
巌井保
南方保
伊島幼
野谷幼・保
御津幼・保
建部保
中山幼・保
庄内保
宇野保
高島保
旭東保
幡多幼
操南幼
万富保
芥子山幼
太伯幼・保
浮田幼
西大寺保
妹尾幼
興除保
錦保
灘崎幼・保
浦安幼
芳明幼
平福保
甲浦幼・保

やったね！

市立園
　   つぶし!
こども園
       ありき!?



編  

集  

後  

記

編  

集  

後  

記

　
議
会
で
「
一
問
一
答
方
式
」
を
や

め
さ
せ
る
動
き
が
で
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
も
、
質
問
時
間
を
「
一
括

方
式
」
は
30
分
な
の
に
「
一
問
一
答

方
式
」
は
20
分
に
す
る
な
ど
の
制

限
を
し
て
き
ま
し
た
。
議
会
を
わ

か
り
や
す
く
す
る
た
め
の
「
一
問
一
答

方
式
」
な
の
に
市
民
の
声
も
聞
か

ず
取
り
や
め
る
こ
と
は
多
数
に
よ
る

言
論
の
封
じ
込
め
で
す
。
さ
ら
に
、

議
員
の
数
に
よ
り
会
派
の
時
間
制

限
を
す
る
動
き
も
あ
り
ま
す
。
議

会
の
自
殺
行
為
で
あ
る
言
論
規
制

の
動
き
に
は
反
対
で
す
。

９
月
議
会
日
程（
予
定
）

市
民
の
意
見
を
聴
く
会

７
月
27
日
（
日
）
午
前
10
時
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
南
公
民
館

８
月
21
日
（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
市
役
所
内

８
月
27
日
（
水
）
常
任
委
員
会

９
月
２
日
（
火
）
開
会
日

　
　
８
日
（
月
）
代
表
質
問

　
　
　
　
　
　
　
　（
10
日
ま
で
）

　
　
10
日
（
水
）
午
後

　
日
本
共
産
党
代
表
質
問
（
竹
永
市
議
）

　
　
11
日
（
木
）
個
人
質
問

（
18
日
ま
で
）

　
　
19
日
（
金
）
個
人
質
問
予
備
日

　
　
22
日
（
月
）
常
任
委
員
会

　
　
26
日
（
金
）
閉
会
日

 

（
陳
情
・
請
願
締
め
切
り
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
月
10
日
）

市
政
報
告
会

　
昨
年
12
月
か
ら
４
月
ま
で
党
市
議
団

で
「
若
者
の
働
き
方
ア
ン
ケ
ー
ト
」
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　
特
徴
を
３
回
に
分
け
て
報
告
し
ま
す

20
代
〜
40
代
の
デ
ー
タ
を
収
集
。
約
６

割
が
正
規
職
員
、
あ
と
は
パ
ー
ト
、
臨

時
、
嘱
託
、
派
遣
、
契
約
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
労
働
形
態
で
す
。
残
業
代
は
４
割

の
方
が
払
わ
れ
て
お
ら
ず
、
そ
の
う
ち

３
割
の
方
が
全
く
払
わ
れ
て
い
な
い
と

こ
た
え
て
い
ま
す
。

　
ま
た
有
給
休
暇
は
あ
る
が
７
割
以
上

が
十
分
取
れ
て
い
な
い
と
い
う
結
果
が

で
て
い
ま
す
。

　
制
度
は
あ
る
が
な
か
な
か
利
用
さ
れ

て
い
な
い
若
い
人
の
職
場
の
実
態
が
感

じ
ら
れ
る
結
果
で
し
た
。

　
市
街
化
調
整
区
域
の
開
発

許
可
基
準
が
変
わ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
、「
50
戸
連
担
」

に
よ
り
、
住
宅
開
発
が
さ
れ

て
き
ま
し
た
が
、
無
秩
序
な

開
発
を
抑
制
す
る
こ
と
を
わ

が
党
は
求
め
て
い
ま
し
た
。

　
今
回
の
改
正
で
、
一
定
の

効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。

改
正
点
は

①
50
戸
連
担
地
域
の
距
離
制

限
（
55
ｍ
以
内
）
に
大
き

な
河
川
を
含
め
る
。

　
内
閣
が
集
団
的
自
衛
権
の
行

使
を
容
認
す
る
た
め
に
憲
法
解

釈
を
変
更
す
る
こ
と
に
反
対
す

る
陳
情
を
日
本
共
産
党
と
自
民

党
・
無
所
属
の
会
以
外
の
会
派

が
多
数
で
継
続
審
査
（
先
送

り
） 

と
し
ま
し
た
。

　
６
月
27
日
の
本
会
議
で
、
党

市
議
団
は
、
「
一
内
閣
で
憲
法

の
解
釈
を
変
え
る
こ
と
は
許
さ

れ
な
い
。
７
月
上
旬
に
も
閣
議

決
定
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
る
と

き
に
政
治
家
と
し
て
態
度
を
示

す
べ
き
だ
。
」
と
採
決
す
る
こ

と
を
求
め
ま
し
た
。

　
公
明
党
は
「
総
務
委
員
会
の

決
定
を
尊
重
す
る
。
」
と
し
て

自
分
た
ち
の
態
度
を
示
さ
ず
継

続
審
査
を
求
め
る
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

　
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
の
先
送

り
は
議
員
の
政
治
的
責
任
を
放

棄
し
た
も
の
で
、
そ
の
見
識
が

疑
わ
れ
ま
す
。

②
住
宅
の
接
続
道
路
幅
は
４

ｍ
以
上
と
し
、
延
長
敷
地

は
奥
１
宅
地
で
25
ｍ
ま
で

と
す
る
。
自
己
住
宅
の
高

さ
は
10
ｍ
以
下
と
す
る
。

③
特
定
幹
線
道
路
沿
線
の
指

定
区
域
内
で
市
長
が
認
め

る
建
築
物
を
、「
社
会
福

祉
施
設
」「
病
院
」「
学
校
」

「
小
売
店
舗
」に
限
定
す
る
。

　
施
行
日
が
、
平
成
27
年
７

　
月
１
日
か
ら
で
す
。

○
無
秩
序
開
発

　
　
　
　抑
制
へ
！

　新斎場用地として市が購入した北区富吉の産廃処分場跡地の処分場廃止
届に数字の書き換えが見つかりました。地盤沈下を測定した数値が過去３
回にわたり測定していた数字が４回目の提出時には書き変えられていまし
た。わが党は新斎場に対し①手続きが非民主的②土地単価が高すぎる③産
廃処分場跡地で安全確認ができていない、と反対して
きましたが、でたらめのデータにより産廃処分場廃止
が認められたのです。調査をやり直すべきです。

新斎場用地に新たな疑問

「子どもの医療費の
　　無料化拡大を」

岡山の岡山の岡山の岡山の
ブラック企業にブラック企業にブラック企業にブラック企業にブラック企業にブラック企業にブラック企業にブラック企業にブラック企業に

おしおきよ ! おしおきよ ! おしおきよ ! おしおきよ ! おしおきよ ! おしおきよ ! おしおきよ ! おしおきよ ! おしおきよ ! ｐａｒｔｐａｒｔｐａｒｔｐａｒｔｐａｒｔｐａｒｔ１１

岡山の
ブラック企業に

おしおきよ ! ｐａｒｔ１
図1：残業代について

図2：有給休暇について

④まったく
支払われて
いない13％

③ほとんど
支払われて
いない15％

③ほとんど
　取れて
　いない
　52％

②半分くらい
払われて
いる12％

①すべて
払われて
いる12％

①ほとんど
取って
いる25％

②半分
くらい取って
いる23％

若者の働き方
アンケート

市政への御意見・御要望をお寄せ下さい
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党
市
議
団
は
子
育
て
支
援
の

柱
と
し
て
子
ど
も
の
医
療
費
無

料
化
の
拡
大
を
求
め
て
い
ま
す
。

　
市
は
無
料
に
す
る
と
、
不
必

要
で
も
夜
間
診
療
や
救
急
を
利

用
す
る
コ
ン
ビ
ニ
受
診
が
増
え

る
恐
れ
が
あ
る
、
と
し
て
一
部

有
料
化
も
視
野
に
入
れ
て
い
ま

す
。

　
し
か
し
、
こ
れ
ま
で
市
が
無

料
化
を
拡
大
し
た
際
に
コ
ン
ビ

ニ
受
診
が
増
え
た
デ
ー
タ
は
示

さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。
市
民
の
意

識
や
受
診
行
動
に
つ
い
て
調
査

も
し
て
い
ま
せ
ん
。

　
子
ど
も
は
お
金
の
心
配
な
く

受
診
さ
せ
た
い
も
の
で
す
。

反
対
陳
情
を
先
送
り

　
 ―

解
釈
改
憲
に
対
す
る
態
度―


